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中ノ江遺跡　現地説明会資料
令 和 ６ 年 ９ 月 ７ 日（土）

（公財）石川県埋蔵文化財センター

調 査 地　能美市中ノ江町地内

調査原因　地方道改築事業　一般県道粟生小松線

委 託 者　石川県土木部 道路建設課

調査主体　石川県教育委員会（調査担当：公益財団法人石川県埋蔵文化財センター）

調査期間　令和６年５月 20 日～令和６年 12 月（予定）

調査面積　約 3,600 ㎡

調査概要

　中ノ江遺跡は梯川の支流である八丁川右岸に位置し、能美市中ノ江町と小松市蛭川町にまた

がり広がる、弥生時代から中世の遺跡です。北陸新幹線の建設に先立つ発掘調査では、掘立柱

建物や井戸などで構成された、主に弥生時代後期から古墳時代の集落が確認されています。集

落の北西側には、弥生時代後期～終末期の二重の溝も見つかっています。

　今回の調査でも、弥生時代後期から古墳時代前期頃の掘立柱建物や平地式建物、土坑、溝な

どが数多くみつかりました。掘立柱建物の柱穴には、柱の根元が残っているものも多くみられ

ました。平地式建物の柱穴は確認できていませんが、周りに巡らされた溝の配置から、平地式

建物が複数回にわたって建て替えられていることが判りました。このほか、大量の土器が捨て

られた土坑からは、土器に混じって石製装飾品の石材が出土しました。集落の中で玉作りが行

われていたと考えられます。

　今後も調査を進めていきます。調査により、当時の人々の暮らしぶりを知る手がかりがさら

に得られることが期待されます。
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中ノ江遺跡と周辺の主な遺跡 （地理院地図を改変）
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布掘り柱建物？

井戸

弥生時代後期～古墳時代前期

平地式建物を囲む溝掘立柱建物・柱列

土坑（大量の土器廃棄）

古代以降の自然流路

令和６年度調査区：Ａ～Ｅ区
縄文時代中期
土坑（SK74）

弥生時代中期
土坑（SK95）

古墳時代以降の溝

調査未着手箇所

古墳時代前期の井戸（SE02） 弥生時代後期の土坑（SK43・44）

掘立柱建物と柱列

平地式建物と周溝(SD30)

柱の根元が残る柱穴
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※Ｈ28・Ｒ２調査：北陸新幹線建設関連の調査区
集落を囲む二重の溝（弥生時代後期～終末期）

SK134

SK07

SE04

SE03


